
二
二
五

二
二
六

宗
学
演
習

角
田

泰
隆

『
正
法
眼
蔵
』「
一
顆
明
珠
」
巻
を
研
究
し
た
。

テ
キ
ス
ト
を
分
担
し
、
毎
回
担
当
者
を
決
め
て

演
習
形
式
講
読
。

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
演
習

木
村

誠
司

『
倶
舎
論
』「
破
我
品
」
を
イ
ン
ド
撰
述
の
注
釈

書
を
参
照
し
つ
つ
、
講
読
し
た
。

イ
ン
ド
仏
教
史

池
田

道
浩

仏
教
語
解
説

池
田

道
浩

仏
教
と
人
間

大
西

龍
峯

中
国
仏
教
史

大
西

龍
峯

仏
典
講
読

大
西

龍
峯

中
国
禅
宗
史

須
山

長
治

中
国
古
典
語

須
山

長
治

禅
籍
講
読

志
部

憲
一

仏
教
と
現
代

峰
岸

孝
哉

書

道

野
村

宙
弘

日
用
経
典
概
説

晴
山

俊
英

宗
教
哲
学

紺
野

馨

キ
リ
ス
ト
教
概
説

紺
野

馨

仏
教
特
講

荒
井

裕
明

仏
教
特
講

三
橋

正

宗
学
特
講

態
本

英
人

宗
学
特
講

晴
山

俊
英

◇
他
学
部
他
学
科
出
講
科
目

〔
大
学
院
〕

修
士
課
程
・
仏
教
学
特
講

石
井

公
成

敦
煌
出
土
の
地
論
宗
文
献
を
と
り
あ
げ
、
慧
遠

な
ど
従
来
知
ら
れ
て
い
た
地
論
宗
の
教
学
や
、

天
台
宗
・
華
厳
宗
・
禅
宗
な
ど
と
の
関
係
を
明

ら
か
に
し
つ
つ
講
読
。

〔
仏
教
学
部
〕

日
本
仏
教
文
化
史

袴
谷

憲
昭

十
三
年
度
の
講
義
を
振
り
返
っ
て
、
書
物
の
目

次
風
に
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
序：

仏

教
東
漸

半

思
惟
像
、第
一
章：

玉
虫
厨
子

と
捨
身
供
養
、
第
二
章
『
往
生
要
集
』
と
地
獄
極

楽
、
第
三
章：

『
一
言
芳
談
』
と
後
世
物
語
、
第

四
章：

『
日
本
史
』
に
お
け
る
仏
教
、
第
五
章：

『
新
論
』の
国
体
論
と
仏
教
、
結：

仏
教
西
来

靖
国
問
題
考

中
国
古
典
語
初
級

石
井

公
成

文
法
の
基
礎
を
押
え
つ
つ
、『
老
子
』『
荘
子
』『
易
』

の
要
文
と
注
釈
を
講
読
。

チ
ベ
ッ
ト
語
上
級

木
村

誠
司

チ
ャ
ン
キ
ャ
の
『
学
説
綱
要
書
』
の
「
有
部
」
章

を
講
読
し
た
。

〔
短
期
大
学
〕

仏
教
と
人
間
（
国
文
科
前
半
）

石
井

公
成

古
代
の
呪
術
的
信
仰
が
現
代
人
の
う
ち
に
も
生

き
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
つ
つ
、
世
界
の
宗
教

と
仏
教
に
つ
い
て
概
説
。

仏
教
と
人
間
（
国
文
科
後
半
・
英
文
科
前
半
）

袴
谷

憲
昭

芥
川
龍
之
介
の
『
西
方
の
人
』
の
講
読
を
中
心

に
、
単
な
る
地
理
的
や
人
種
的
な
違
い
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
西
と
東
、
天
上
と
地
上
、
文
化
と
野

蛮
、
若
と
老
、
有
名
と
無
名
な
ど
の
対
立
を
考
え

な
が
ら
、
そ
の
中
で
、
仏
教
の
特
徴
と
は
な
ん
で

あ
る
か
を
追
求
し
て
み
た
。

仏
教
と
人
間
（
英
文
科
後
半
）

木
村

誠
司

イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
仏
教
史
を
概
観
し
、様
々

な
仏
教
文
献
に
触
れ
た
。

仏
教
と
人
間
（
放
射
線
科
）

角
田

泰
隆

前
期
は
、
宗
教
の
概
念
お
よ
び
世
界
の
宗
教
に

つ
い
て
概
説
し
、
次
に
仏
教
の
基
本
的
な
教
義

に
つ
い
て
解
説
。

◇
平
成
十
三
年
度

短
大
仏
教
科
開
講
科
目

基
礎
仏
教
学

石
井

公
成

五
蘊
、
無
我
、
縁
起
な
ど
原
始
仏
教
の
中
心
と
な

る
教
理
に
つ
い
て
考
察
し
、
中
国
や
日
本
に
お

け
る
仏
教
の
変
容
に
つ
い
て
触
れ
、
道
元
禅

師
・
瑩
山
禅
師
の
思
想
の
特
質
を
考
察
。

坐

禅

角
田

泰
隆

志
部

憲
一

前
半
は
只
管
打
坐
、
後
半
は
坐
禅
に
関
す
る
両

祖
の
撰
述
の
提
唱
。
今
年
度
は
、『
普
勧
坐
禅

儀
』。

宗
学
研
究

角
田

泰
隆

前
期
は
、
曹
洞
宗
の
基
本
的
事
柄
に
つ
い
て
概

説
、
後
期
は
、
両
祖
（
道
元
禅
師
・
瑩
山
禅
師
）

の
伝
記
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
の
基
本
的
な
教

義
に
つ
い
て
講
義
。

仏
典
研
究

木
村

誠
司

「
般
若
心
経
」
を
題
材
と
し
、
有
部
と
中
観
の
教

理
を
考
察
し
た
。

仏
典
研
究

石
井

公
成

初
期
仏
教
文
献
の
漢
訳
を
と
り
あ
げ
、
仏
教
漢

文
の
語
法
に
注
意
し
つ
つ
講
読
。

仏
典
研
究

袴
谷

憲
昭

日
本
に
お
け
る
仏
教
思
想
の
展
開
を
検
討
し
て

い
く
た
め
の
一
環
と
し
て
良
遍
の
『
法
相
二
巻

抄
』
を
講
読
し
た
。
十
三
年
度
は
巻
下
を
読
了
。

仏
教
思
想
演
習

袴
谷

憲
昭

日
本
に
お
け
る
天
台
宗
の
仏
性
思
想
を
解
明
す

る
た
め
の
一
助
と
し
て
前
期
と
後
期
の
一
時
期

は
、
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』
を
中
心
に
、
そ
の
関

連
文
献
を
講
読
し
、
後
期
の
最
終
段
階
で
は
、
源

信
の
思
想
背
景
を
考
察
す
る
基
礎
を
固
め
る
た

め
に
、
源
信
の
『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
に
講
読
テ
キ

ス
ト
を
変
更
し
た
。

仏
教
文
学
演
習

石
井

公
成

『
日
本
霊
異
記
』
を
中
心
と
し
つ
つ
、
印
度
・
中

国
・
新
羅
・
日
本
の
仏
教
説
話
や
漢
詩
な
ど
を
講

読
。

日
本
仏
教
史

袴
谷

憲
昭

末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
史
｜
思
想
史
と
し
て

の
ア
プ
ロ
ー
チ
｜
』（
新
潮
文
庫
）
を
教
科
書
と

し
て
、
織
豊
期
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
仏
教
思

想
史
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

日
本
禅
宗
史

角
田

泰
隆

前
期
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
及
ぶ
禅
の
流

れ
、
お
よ
び
禅
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
概
説
。
後

期
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
日
本
の
禅
宗
の
歴
史
、

特
に
臨
済
宗
史
に
つ
い
て
講
義
。

仏
教
と
文
化

木
村

誠
司

『
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
』
を
中
心
と
し
、
そ
れ

が
、
現
代
の
仏
教
理
解
に
与
え
た
功
罪
に
つ
い

て
考
察
し
た
。

外
国
語
仏
書
演
習

木
村

誠
司

T
a
k
a
sa
k
i Jik

id
o
:
A
n In

tro
d
u
ctio

n to
 

B
u
d
d
h
ism

を
講
読
し
た
。

仏
教
伝
道

角
田

泰
隆

前
期
は
、
釈
尊
の
伝
記
を
学
び
な
が
ら
仏
教
伝

道
の
基
本
的
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
後
期
は
、

宗
門
寺
院
に
お
け
る
伝
道
の
具
体
相
、
特
に
葬

祭
儀
礼
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
を
概
説
。

＊
今
回
は
原
則
と
し
て
平
成
十
三
年
度
を
主
と
す
る

平
成
十
四
年
度

駒
沢
短
期
大
学
仏
教
科
彙
報



角
田

泰
隆

〔
著
書
〕

『
禅
の
す
す
め
｜
道
元
の
こ
と
ば
』
上
・
下

日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
一
・
四
〜
七
）

〔
共
著
〕

『
道
元
の
二
十
一
世
紀
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇

一
・
六
）

『
道
元
の
世
界
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇

一
・
六
）

『
葬
儀
・
法
事
が
わ
か
る
本
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇

〇
二
・
二
）

〔
論
文
〕

道
元
禅
師
の
時
間
論
｜
『
正
法
眼
蔵
』「
有
時
」

を
中
心
に
し
て
｜
」『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論

集
』
第
七
号
、（
二
〇
〇
一
・
十
）

「
宗
学
再
々
考
」『
宗
学
研
究
紀
要
』第
十
五
号（
二

〇
〇
二
・
三
）

木
村

誠
司

「『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
、‘sv

a
la
k
sa
n
a
d
h
a
r-

a
n
a
d
d
h
a
rm
a
h
’

と
い
う
句
に
つ
い
て
」『
駒

澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
七
号
（
二
〇
〇
一
・

十
）

「la
k
sa
n
ik
a

に
つ
い
て
」『
駒
澤
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
第
三
〇
号
（
二
〇
〇
二
・
三
）

〔
出
張
〕

第
五
十
一
回
日
本
西
蔵
学
会
（
二
〇
〇
一
年
十

一
月
十
日
、
於
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
）

奥
野

光
賢

〔
在
外
研
究
〕

龍
谷
大
学
文
学
部
、
同
仏
教
文
化
研
究
所（
二
〇

〇
一
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
二
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
）

〔
発
表
〕

「
吉
蔵
と
如
来
蔵
思
想
」（
龍
谷
学
会
学
術
講
演

会
、
二
〇
〇
一
年
十
月
二
十
六
日

於
龍
谷
大

学
）

【
公
開
講
演
会
】

二
〇
〇
一
年
十
一
月
九
日

午
後
六
時

演
題

鑑
真
来
日
の
な
ぞ

講
師

浙
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所
所
長

王

勇
先
生

◇
研
究
テ
ー
マ
提
出
者
（
平
成
十
四
年
度
）

仏
教
科
一
年

宍
戸

正
俊
「『
正
法
眼
蔵
隨
聞
記
』
の
研
究
」

阿
部

慈
薫
「
現
代
日
本
の
曹
洞
宗
に
お
け
る
住

職
の
意
義
」

赤
池

真
也
「
仏
教
の
人
間
観
」

根
岸

勝
俊
「『
正
法
眼
蔵
隋
聞
記
』
の
研
究
（
道

元
の
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
）」

光
吉

和
美
「
ユ
ダ
ヤ
教
と
仏
教
の
比
較
」

谷

亮
範
「
鎌
倉
時
代
の
仏
教
の
歴
史
と
そ
の

特
色
」

前
川

雅
央
「
東
南
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
死
生

観
に
つ
い
て
」

荻
野

敦
子
「『
正
法
眼
蔵
』
の
言
語
表
現
」

笹
木
原
史
門
「
輸
廻
転
生
に
つ
い
て
」

昆

剛
雄
「
威
儀
即
仏
法
、
作
法
是
宗
旨
に
つ

い
て
」

梅
津

亮
「
坐
禅
の
儀
則
｜
坐
睡
の
誡
め
｜
」

米
津

正
道
「
玄

三
蔵
に
つ
い
て
」

上
杉

憲
廣
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
の
土
着
化
」

石
黒

宗
美
「
追
善
供
養
に
つ
い
て
｜
梵
網
経
を

中
心
に
し
て
｜
」

仏
教
科
二
年

西
郷

麗
羅
「
仏
教
に
お
け
る
禅
定
に
つ
い
て
」

荒
井

道
伸
「
曹
洞
宗
の
法
式
作
法
の
意
義
」

耕
野

夏
美
「
現
代
の
仏
教
｜
曹
洞
宗
を
中
心
と

し
て
｜
」

大
庭

桑
央
「
曹
洞
宗
に
お
け
る
戒
律
に
つ
い
て
」

◇
教
員
研
究
活
動

石
井

公
成

〔
論
文
〕

「
華
厳
宗
」
大
久
保
良
峻
編
『
新
・
八
宗
綱
要
』、

法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
・
六
）

「N
-g
ra
m

の
可
能
性

仏
教
文
献
に
お
け

る
異
本
比
較
と
訳
者
・
作
者
判
定

」「
漢
字

文
献
情
報
処
理
研
究
」
第
二
号
（
二
〇
〇
一
・

十
）

「
初
期
禅
宗
に
お
け
る
摩
尼
宝
珠
（
一
）」『
駒
澤

短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
七
号
（
二
〇
〇
一
・

十
）

「
書
評
『
禅
と
戦
争
』」『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論

集
』
第
七
号
（
二
〇
〇
一
・
十
）

「
祖
師
禅
の
源
流

老
安
碑
文
を
手
が
か
り

と
し
て

」『
禅
学
研
究
』
第
八
〇
号
（
二
〇

〇
一
・
十
二
）

「C
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ssify
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e C
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n
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(N
G
S
V
)

」『
電
子
仏
典
』
第
三
輯
、

東
国
大
学
電
子
仏
典
研
究
所
、
ソ
ウ
ル
（
二
〇

〇
一
・
十
二
）

「『
秀
禅
師
七
礼
』
試
論

「
如
是
順
物
」
と
普

敬
の
関
係

」『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』

第
三
〇
号
（
二
〇
〇
二
・
三
）

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
イ
ン
ド
学
仏
教
学
に
お
け
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
現
状
と
展
望
」」
榎
本

文
雄
氏
と
共
著
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五

〇
巻
二
号
、（
二
〇
〇
二
・
三
）

「
行
為
と
し
て
の
信
と
夢
見

『
日
本
霊
異
記
』

中
巻
第
十
三
縁
を
手
が
か
り
と
し
て

」『
駒

澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
』
第
八
号
（
二
〇
〇
二
・

三
）

〔
発
表
〕

「C
la
ssify

in
g th

e G
en
eo
lo
g
ies o

f V
a
ri-

a
n
t E
d
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n
s in th

e C
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n
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n
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S
V
)

」（
韓
国
・
東
国
大
学
校
、

二
〇
〇
一
年
五
月
十
二
日
）

「
敦
煌
発
現
地
論
宗
諸
文
献
与
電
脳
自
動
異
本

処
理
」（
中
日
敦
煌
仏
教
学
術
会
議
、
北
京
、
二

〇
〇
二
年
三
月
十
五
日
）

〔
講
演
〕

「
日
本
に
お
け
る
初
期
禅
宗
研
究
の
最
新
動
向
」

（
中
国
人
民
大
学
仏
教
与
宗
教
理
論
研
究
所
、
二

〇
〇
二
年
三
月
十
六
日
）

〔
受
賞
〕

鈴
木
学
術
財
団
特
別
賞
（
二
〇
〇
一
年
六
月
三

〇
日
）

袴
谷

憲
昭

〔
著
書
〕

『
唯
識
思
想
論
考
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
一
・
八
）

『
仏
教
教
団
史
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
二
・
七
）

〔
論
文
〕

「
貧
女
の
一
灯
物
語

「
小
善
成
仏
」
の
背
景

⑵
」

『
駒
沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
七

号
、
二
〇
〇
一
・
十
）

「icch
a
n
tik
a

（
一

提
）
の
意
味
とla

b
h
a
-

sa
tk
a
ra

」『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
七
四
号
、

二
〇
〇
一
・
十
）

「「
善
悪
不
二
、
邪
正
一
如
」の
思
想
背
景
に
関
す

る
覚
え
書
」『
駒
沢
短
期
大
学
研
究
紀
要
』第
三

〇
号
（
二
〇
〇
二
・
三
）

〔
書
評
〕

「
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
シ
ョ
ペ
ン
著
、
小
谷
信
千
代
訳

『
大
乗
仏
教
興
起
時
代
・
イ
ン
ド
の
僧
院
生
活
』」

『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
七
十
三
号
（
二
〇
〇

一
・
五
）

二
二
七

二
二
八



全
学
教
授
会
委
員

石
井

公
成

自
己
点
検
・
評
価
実
施
委
員

石
井

公
成

体
育
審
議
会
委
員

袴
谷

憲
昭

教
育
人
事
委
員
会
委
員

袴
谷

憲
昭

宗
教
教
育
運
営
委
員
会
委
員

木
村

誠
司

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
委
員

石
井

公
成

紀
要
編
集
委
員

木
村

誠
司

図
書
館
委
員

木
村

誠
司

図
書
館
選
定
委
員

木
村

誠
司

○
学
科
内
諸
係

論
集
編
集
委
員

木
村

誠
司

会
計
・
庶
務

角
田

泰
隆

耕
野

夏
美

大
庭

桑
央

大
山

義
典

内
田

将
平

舟
見

百
合

雲
山

正
悟

岩
永

義
弘

豊
澤

楯
彦

宮
崎

継
雄

藤
田

広
仁

北
山

智

岩
澤

庄
司

海
老
原
修
二

西
澤
ま
ゆ
み

本
間

誠
宏

阿
部

宗
由

安
西

元
紀

宇
田
川
一
雄

立
川

亮
厳

渡
邊

幸
江

三
枝

美
穂

鈴
木

博
子

田
中

瑞
穂

二
坂

佳
邦

芝
田
多
鶴
子

野
呂

真
一

渡
邊

憲
章

辻

和
明

三
橋

秀
継

神
崎

貴
史

原
田

紘
志

松
永

俊
彦

長
尾

靖
樹

佐
藤

英
樹

大
紫
磨
寿
紀

黒
田

雪
雄

植
村

公
彦

高
田

祥
哉

佐
藤

裕
史

嵩

佑
悦

◇
諸
係
担
当
（
平
成
十
三
年
度
）

短
期
大
学
仏
教
科
主
任

石
井

公
成

○
学
内
諸
係

芝
田
多
鶴
子
「
法
相
唯
識
に
於
け
る
五
性
各
別
に

つ
い
て
」

渡
邊

憲
章
「『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
の
研
究
」

辻

和
明
「
戒
名
に
つ
い
て
」

◇
平
成
十
四
年
度
短
大
仏
教
科
在
学
生

仏
教
科
一
年

宍
戸

正
俊

小
木
曽
崇
壽

阿
部

慈
薫

爾
見

淳
芳

小
笠
原

学

楠
本

功

赤
池

真
也

根
岸

勝
俊

落
合

量

光
吉

和
美

谷

亮
範

前
川

雅
央

原

豊

荒
井

浩
之

荻
野

敦
子

石
川

晶
悟

吉
岡

義
秀

笹
木
原
史
門

昆

剛
雄

尾
曲

健
治

羽
生

健
吾

梅
津

亮

米
津

正
道

黒
金

寿
志

並
木

大
輔

上
杉

憲
廣

松
倉

嶺
元

石
黒

宗
美

仏
教
科
二
年

西
郷

麗
羅

荒
井

道
伸

大
山

義
典
「
般
若
心
経
に
つ
い
て
」

内
田

将
平
「
禅
の
人
間
観
」

舟
見

百
合
「
大
師
信
仰
の
普
及
の
背
景
」

岩
永

義
弘
「
仏
教
の
世
俗
諦
的
考
察
｜
仏
教
は

一
切
衆
生
を
済
度
出
来
る
の
か
｜
」

豊
澤

楯
彦
「
廃
仏
毀
釈
｜
仏
教
界
へ
の
影
響
に

つ
い
て
」

藤
田

広
仁
「
日
本
人
の
宗
教
観
｜
仏
教
と
神
道

｜
」

岩
澤

庄
司
「
上
代
日
本
の
観
音
信
仰
」

海
老
原
修
二
「
本
願
寺
・
一
向
一
揆
の
研
究
」

西
澤
ま
ゆ
み「
道
元
禅
師
の
食
事
観
｜『
典
座
教
訓
』

を
手
が
か
り
と
し
て
｜
」

阿
部

宗
由
「
曹
洞
宗
に
お
け
る
葬
儀
の
意
味
」

宇
田
川
一
雄
「
原
始
仏
教
の
『
象
跡
喩
小
経
』
に
お

け
る
修
行
道
と
八
聖
道
と
の
比
較
」

立
川

亮
厳
「『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
の
研
究
」

渡
邊

幸
江
「
坐
禅
と
東
洋
医
学
｜
Ａ
Ｍ
｜
（
経
絡

測
定
機
）
に
よ
る
坐
禅
前
後
の
経
絡
変
化
に
つ

い
て
｜
」

三
枝

美
穂
「
原
始
仏
教
・
釈
尊
の
教
え
か
ら
現
代

（
主
に
生
物
学
・
医
療
）
の
あ
り
方
を
考
え
る
」

鈴
木

博
子
「
や
さ
し
さ
と
仏
教
」

田
中

瑞
穂
「
海
外
セ
リ
ブ
リ
テ
ィ
を
引
き
つ
け

る
禅
の
魅
力
」

二
二
九

二
三
〇



執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

王

勇

（
浙
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所

所
長
）

袴
谷

憲
昭

（
仏
教
科
教
授
）

石
井

公
成

（
仏
教
科
教
授
）

紺
野

馨

（
仏
教
科
非
常
勤
講
師
）

ジ
ョ
ア
キ
ン

モ
ン
テ
イ
ロ

（
仏
教
科
非
常
勤
講
師
）

角
田

泰
隆

（
仏
教
科
助
教
授
）

奥
野

光
賢

（
仏
教
科
助
教
授
）

木
村

誠
司

（
仏
教
科
助
教
授
）

編

集

後

記

▽
『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
八
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
本
号
は
、
例
年
に
比
べ
執
筆
者
の
数

こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に
引
け
を
取
ら

な
い
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
巻
頭
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
王

勇
先
生
の
「
鑑
真
来
日
の
な
ぞ
」
は
、
題
名
か
ら
し

て
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。
鑑
真
は
、
日
本
に
律
宗

を
広
め
よ
う
と
し
た
名
高
い
中
国
僧
で
す
。
鑑
真

は
、
渡
航
に
あ
た
り
苦
労
を
重
ね
、
結
果
、
失
明
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
小
説
に

も
さ
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
王
先
生
は
鑑

真
の
来
日
に
つ
い
て
、
新
し
い
見
方
を
示
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
先
生
は
日
中
両
国
の
歴
史
・
文
化
・

交
渉
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
持
た
れ
る
気
鋭
の

学
者
で
、
日
本
語
を
自
在
に
操
る
語
学
の
達
人
で

も
あ
り
ま
す
。そ
の
他
の
論
文
・
批
判
・
研
究
動
向
・

在
外
研
究
報
告
も
、
あ
る
も
の
は
学
問
的
に
、
ま
た

あ
る
も
の
は
話
題
性
に
お
い
て
、
各
々
独
自
の
価

値
を
有
し
、
読
み
ご
た
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
執
筆
者
の
各
先
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公
私

に
わ
た
り
多
忙
の
身
な
が
ら
、
律
儀
に
〆
切
を
守

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
、
今
回
も
期
日

に
間
に
合
う
よ
う
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
執
筆
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
今
年
は
本
学
開
校
百
二
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

百
二
十
年
前
と
い
え
ば
、
近
代
日
本
が
よ
う
や
く

本
格
的
に
始
ま
っ
た
時
期
で
す
。
そ
の
当
時
の
こ

と
は
、
文
字
等
を
通
し
て
し
か
知
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
開
校
し
た
ば
か
り
の
本
学
や
新
し
い

国
造
り
に
励
む
明
治
日
本
に
思
い
を
馳
せ
る
の
も

悪
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
日

本
を
蔽
っ
て
い
る
停
滞
ム
ー
ド
と
は
、
よ
ほ
ど
違

っ
て
、
若
々
し
く
、
健
康
的
で
、
野
心
的
な
時
代
で

あ
っ
た
と
想
像
い
た
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
野
心
な

ど
と
い
う
と
俗
臭
ふ
ん
ぷ
ん
た
る
も
の
で
、
仏
教

駒
澤
短
期
大
学
仏
教
科

仏

教

論

集

第
八
号

二
〇
〇
二
年
十
月
二
十
日

印
刷

二
〇
〇
二
年
十
月
三
十
日

発
行

発
行
人

駒
澤
短
期
大
学
仏
教
科
研
究
室

代
表

石
井

公
成

発
行
所

駒
澤
短
期
大
学
仏
教
科
研
究
室

東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
一
丁
目

印
刷
所

日

正

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
新
宿
区
築
地
町
六
番
地

の
脱
俗
的
な
境
地
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
本
学
の
そ
も
そ
も

の
礎
を
築
い
た
道
元
が
、
時
の
既
成
仏
教
に
疑
念

を
抱
き
、
海
を
渡
り
、
帰
朝
に
際
し
、「
空
手
還
郷
」

と
述
べ
た
と
い
う
逸
話
な
ど
は
、
そ
の
潑
剌
さ
を

思
え
ば
、
道
元
の
野
心
と
い
う
以
外
、
適
切
な
表
現

が
な
い
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。
健
康
な
野
心

を
持
つ
こ
と
は
、
き
わ
め
て
仏
教
的
、
禅
的
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
と
も
あ
れ
、
多
く
の
方
々
の
助
力
に
よ
っ
て
本

号
も
無
事
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

日
正
印
刷
の
渡
部
良
彦
氏
に
は
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
す
べ
て
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
係

木
村
誠
司
）

二
三
一

二
三
二


